


２００９年（平成 21年）、株式会社ダイニッセ
イに入社した伊藤政義。現在、安全部長として工
事の安全性確保に日々邁進している。現場に潜む
リスクに注意深く目を光らせている伊藤に、これ
までの経験と今後の目標を聞いた。

「なぜ、どうして必要か」を
根気強く訴える

「命綱を掛けてください。危ないですから」。
「またすぐに外さなくちゃいけないんだよ。
フックを掛けるところもないし、そんなに高くな
いから大丈夫だよ」。
安全部長として、基本動作の徹底を呼びかける

伊藤。「安全に注意して」という通り一遍の呼びか
けでは、意図するところが十分に伝わりづらい。
高所作業における注意点、不安定な足場や脚立で
の作業における注意点……作業の内容によって

留意しなければならないポイントはまちまちだ。
合理性を優先しがちな職人たちが、ごく基本的な
手順を省略したいと考えるのはもっともである。
しかし、重大事故の危険性は、こうした慣れたと
ころに潜んでいるのだという。
「対面し、実際の作業に立ち会いながら、具体的
なアドバイスを行うように心がけています。また、
頭ごなしに『やれ』と言うのではなく、同業他社
での事故事例を交えて伝えたり、コミュニケー
ションの図り方には、工夫を凝らすようにしてい
ますね」。

自らの経験を活かして
現在は安全部長としてのパトロールが主業務

となっているが、かつては伊藤自身も作業担当者
として現場に入ることがあった。特に印象に残っ
ているのは、入社から約１年が経ったころのでき
ごとだ。ダイニッセイとしても仕事量の多い時期
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で、あらゆる現場が人手不足に苦しんでいた。自
身が担当した立体駐輪場や老人ホーム建設の案
件でも、例外ではなかった。
「どちらの現場も10人以上人手が足りない状況
で、『いつになったら人が入るんだ』という悲鳴
を聞き続けるのが辛い状況でした。社長や専務、
常務の働きかけのおかげで、夕方には他の現場
を終えた人に応援に来ていただき、本当に助か
りました」。
１人当たりの作業量や時間が増加するほど、蓄

積した疲労で引き起こされる事故のリスクも高く
なる。実地で培った経験も、安全活動における危
険予測に役立っていることは間違いない。

リスクはコロナだけではない
まだまだ気を緩めてはならないコロナウイル

ス対策に関して、伊藤はこう語る。
「社内には飲み歩きが好きな人も多いですが、
いまは皆さん自粛してくださっています。３密空
間でのマスク着用も促していますが、完全に徹底
されているとは言い難い状況。引き続き気を引き
締めて、感染症拡大防止に取り組んでいきます」。
感染症予防は言うまでもなく大切だが、体が資

本の現場作業において、その他にも気を付けなけ

ればならないことが沢山ある。夏場の熱中症対策
では、こまめに水分・塩分補給を行いつつ、各々
が自らの体調にも気を配りながら業務に臨める
よう意識を高めている。

無事故記録を更新し続ける
ために

今後の安全部の目標は、今までと変わらず「災
害ゼロ」だ。さらに重大災害だけでなく、軽微な
事故も起こさないようにしたい。
「注意されたから行動を改めるのではなく、
各々が自ら考え、安全性を高めるために主体的に
行動して欲しいと思います。そして安全に作業を
続けるためには、技術が必要だ、ということを理
解して欲しいです。不安全行動に走るのは自分の
技術が足りないのだ、ということを…」。
また、刻々と変わっていく労務環境のなか、変化

を敏感に捉え、適切な対策を講じていくことも重要
だ。現場作業はもともと天候に左右されやすいのだ
が、特に近年の気候変動は著しい。例えば昨年の台
風による影響は、これまでの予測を大きく超えてお
り、加工場の屋根や設備をどのようにして自然災害
から守るか再考するきっかけとなった。
「皆さんに安心して作業していただくために
も、常に最新の対策を打ち出していきたい。安全
部員は皆さんとお話しする機会も多いです。会社
との懸け橋のような存在だと思っていただき、気
軽に意見をもらえたら嬉しく思います」。
現状に満足せず、よりよい環境の実現を目指

し、伊藤はこれからも向上心を絶やすことなく走
り続けていくことだろう。ダイニッセイの安全を
リードするその姿を、期待を持って見守りたい。

i
n
t
e
r
v
i
e
w




















